
2.シチュエーション1︓
参考⽂献リストの情報から

それでは予備知識を頭に⼊れたところで、本題に⼊ります。
1つ⽬のシチュエーションとして、図書や雑誌論⽂の最後にある「参考⽂献リス
ト」の情報から、論⽂フルテキストを⼊⼿する⽅法を⾒ていきましょう。



必要な情報を読み取る︓⽇本語論⽂の例

参考⽂献リストの書き⽅は分野や掲載雑誌などによってさまざま
基本的には、前半が論⽂に関する情報 / 後半が雑誌に関する情報

仁⽥義雄.⽇本語の主語をめぐって.
国語と国⽂学. 2007, 84(6), pp.1-16.

論⽂の著者名 論⽂タイトル

雑誌名 出版年 巻号
※ここでは84巻6号

開始-終了ページ
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図書や雑誌論⽂の最後に収められている参考⽂献リストは、このような形式で記
載されます。
リストの書き⽅は分野や雑誌によって異なりますが、基本的には、前半が論⽂に
関する情報、後半がその論⽂が掲載されている雑誌に関する情報です。

まず前半部分には、論⽂の著者名と論⽂タイトルが書かれています。
後半部分を⾒てみると、雑誌名が『国語と国⽂学』、出版年が2007年、収録さ
れている巻号が84巻6号、そして論⽂の掲載ページが1ページから16ページ、と
いうことが読み取れます。



必要な情報を読み取る︓英語論⽂の例

「雑誌名」と「巻号」を⼿がかりにして阪⼤での⼊⼿可否を確認
⼊⼿したい⽂献の書誌情報をメモするときは、この2つを忘れないこと

Astell-Burt T, Hartig T, Eckermann S, Nieuwenhuijsen M, McMunn A, 
Frumkin H, et al. More green, less lonely? A longitudinal cohort study. 
Int J Epidemiol 2022;51(1):99-110.

論⽂の著者名(6名+α) 論⽂のタイトル

雑誌名 出版年 巻号 開始-終了ページ
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こちらは英語論⽂の例です。
英語の場合も、前半が論⽂に関する情報、後半がその論⽂が掲載されている雑誌
に関する情報というところは同じです。

ここでは後半の、雑誌名について説明します。
海外の論⽂の場合、このように雑誌名が省略形になっていることがあります。⼾
惑うかもしれませんが、落ち着いて読み取っていきましょう。

英語論⽂にしろ⽇本語論⽂にしろ、このあと阪⼤で⼊⼿できるかを確認するには、
「雑誌名」と「巻号」が必要です。
⼊⼿したい論⽂の書誌情報をメモするときには、この2つの情報を忘れないよう
にしましょう。



図書館Webサイト https://www.library.osaka-u.ac.jp/ 
トップページ > 蔵書検索（OPAC） から検索

電⼦ or 紙の雑誌が阪⼤で使えるか確認

① ②
雑誌名で検索
※洋雑誌は多くの場合、略称で検索が可能

略称でうまくいかないときは、単語の最後に
*（アスタリスク）を付ける

例: Int* J* Epidemiol*

11

それではこの英語論⽂について、阪⼤で使えるかどうか確認してみましょう。
電⼦ジャーナルも紙の雑誌も、図書館の蔵書検索、OPACで検索することができ
ます。
まずはOPACで、探している雑誌が阪⼤にあるかどうかを確認しましょう。

ご存じの⽅も多いとは思いますが、OPACは図書館のトップページから利⽤でき
ます。
蔵書検索の検索窓に雑誌名を⼊⼒して検索しましょう。
ここで⼤切なことを⾔います。検索するときは、必ず「雑誌名」で検索してくだ
さい。
論⽂のタイトルでは検索できないので要注意です。

例にあげた雑誌名は「Int J Epidemiol」です。海外の雑誌は多くの場合、略称の
まま検索できますが、うまく⾏かない時は、各単語のあとにアスタリスク*をつ
けるとよりヒットしやすくします。今回は、「Int* J* Epidemiol*」を⼊⼒して
検索します。



電⼦ or 紙の雑誌が阪⼤で使えるか確認

雑誌名をクリックすると 
詳細画⾯へ移動 
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電⼦ジャーナル

紙の雑誌

検索するとこのような検索結果が表⽰されました。探している雑誌は
『International journal of epidemiology』で間違いなさそうです。
「雑誌」と「電⼦ジャーナル」の2つの結果がありますね。アイコンの⾊と形が
違うので、⾒分けがつくかと思います。ここで「雑誌」と表⽰されているものが、
紙の雑誌です。

電⼦ジャーナルからファイルをダウンロードできればそれが⼀番楽なので、まず
は電⼦ジャーナルを⾒てみましょう。雑誌名をクリックして、詳細画⾯へ移りま
す。



電⼦ジャーナルの詳細画⾯
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OPAC詳細画⾯（電⼦ジャーナル）

①読みたい論⽂の巻号や出版年が
利⽤可能範囲に⼊っているかを確認

②いちょうマークをクリック

こちらが電⼦ジャーナルの詳細画⾯です。

この画⾯でチェックしてほしいのが、画⾯の下の⽅にある巻号の欄です。
電⼦ジャーナルが阪⼤で使えると⾔っても、必ずしも創刊号から最新号まで利⽤
できるとは限りません。読みたい論⽂の載っている号や出版年が、この範囲に
⼊っているか確認しましょう。
この雑誌のように複数のアクセス先がある場合がありますが、どれか1つにでも
含まれていれば利⽤できます。

探している論⽂は、2022年に出版された51巻1号に掲載されています。
利⽤可能な範囲に含まれていることが分かりますね。
確認が終わったら、画⾯中央にあるいちょうマークのアイコンをクリックしてく
ださい。



電⼦ジャーナルの論⽂フルテキストへ
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いちょうマークをクリックするとこの画⾯に

③巻号や出版年を⼊れてGOをクリックし、
その論⽂のページへ
※うまく⾏かないときは空欄のままGOをクリック

いちょうマークのアイコンをクリックすると、⼤阪⼤学電⼦リソースリストの画
⾯に移動します。
この欄に、出版年・巻号・開始ページを⼊れて「GO」のアイコンをクリックす
ると、その論⽂のページに直接⾶べるので便利です。
雑誌には号の無いものもあります。その場合は号は空欄でかまいません。

これが⼀つ⽬の⼿段、電⼦ジャーナルをダウンロードする⼿順です。



紙の雑誌を取りに⾏って論⽂を読む
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OPAC詳細画⾯（紙の雑誌）

①どの図書館に
あるか確認

②「所蔵巻号」をクリックし、
それぞれの号の配架場所を
チェック
※号によって置き場所が違うことも

次に⼆つ⽬の⼿段をご紹介します。
電⼦ジャーナルが利⽤できないときは、紙の雑誌が阪⼤にないかを確認しましょ
う。
先ほどのOPAC検索結果⼀覧画⾯に戻って、「雑誌」のアイコンが表⽰されてい
る⽅のタイトルをクリックします。

まず、どの図書館にあるかを確認します。OPACの「配架場所」の欄をチェック
しましょう。
例えば30巻に掲載された論⽂を読みたい場合、30が含まれている図書館を探し
ます。
「⽣命図」とありますね、吹⽥キャンパスの⽣命科学図書館のことです。

次に、「所蔵巻号」欄をクリックすると、下の⽅にそれぞれの巻号ごとのリスト
が表⽰されます。必要な巻号がどこに置いてあるのかを⾒ることができます。
特に総合図書館に所蔵されているものは置き場所が数か所に分かれていることが
あるので、読みたい巻号がどこに置かれているか、その都度チェックするように
してください。

あとは図書館に⾏って、論⽂を読んだり図書館内でコピーしたりします。
雑誌の貸出については館によってルールが違うため、各館のルールに従ってくだ
さい。



参考⽂献リストからフルテキストを⼊⼿するときは・・・

⼊ ⼝︓図書館Webサイトの蔵書検索（OPAC）
探し⽅︓雑誌名で検索

OPACで電⼦ジャーナルも紙の雑誌もまとめて探せます

ここまでのまとめ
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ここまでのまとめです。
1つ⽬のシチュエーションとして、参考⽂献リストから論⽂フルテキストを⼊⼿
する⽅法をみました。
図書館Webサイトの蔵書検索、OPACから、電⼦ジャーナルも紙の雑誌もまとめ
て探せます。
検索するときのキーワードは論⽂名ではなく、雑誌名を⼊れるということを忘れ
ないようにしましょう。




